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位置データを用いた接触事故防止に向けた 

支援アプリケーションの検討 

（接触事故の防止支援機能実装アプリケーション） 
 

野口裕之介†1 金森唯真†2 皆月昭則†3 

釧路公立大学†1†2†3
 

 

概要：接触事故を未然に防ぐための支援機能を開発し，歩行者，身体の不自由な人の保護の要件をアプリケーション

に実装した．アプリケーションの開発においては，歩行者の位置情報，そして車両の位置情報のデータを用いて，相
対的な位置情報を推論し，接触する前に事前に警告することにより接触防止の支援を可能にした．検証では，実際の
利用を想定したケースを設けて，課題を抽出した． 
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Abstract: This application works for protecting pedestrians and physically disadvantaged persons from a minor collision. This 

application is enabled to prevent a minor collision by the warning that is functioned by relative distance which is reached from 

location information of pedestrians and cars, bicycles. In this inspection, the application was used in three cases to suppose actual 

situation.   
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1. はじめに   

 人や車両の往来は，日常生活において必要不可欠な行

為であるが，その行為に伴い，接触事故が発生し，死亡に

至ることがある．歩行者同士の接触，歩行者と自転車との

接触，歩行車と自動車の接触による交通事故は，平成２９

年度における警察庁のデータを用いると１時間あたり約５

３件の事故が発生していることが推計される[1]．このよう

な接触事故を防ぐためには，接触をする前に，歩行者や自

転車，自動車を利用する人自身が互いの位置関係を理解す

ることが重要である． 

近年，自動車は追突防止の支援機能など，部分的な自動

運転の機能を搭載されており，歩行者と自動車の接触によ

る事故の防止に向けた実践的な取り組みが行われている．

しかし，その中でも未だにカメラやセンサーが感知できな

い領域，人間の視野の死角，建物の角や影などの見通しの
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悪さから生じる死角，夜間などの見通しの悪い環境があり，

接触事故は多発している． 

マスメディアでの CM や広告にも，視覚障がい者と健常

者の歩きスマホの接触事故が取り上げられているように，

健常者の不注意により，視覚障がい者の２人に１人が接触

事故に巻き込まれている[2]．スマートフォンなどのモバイ

ルデバイスが急速に浸透した現代社会では，歩きスマホな

どが原因で，健常者の不注意を招き，それによる接触事故

も発生している．したがって，本研究では，このような接

触事故防止に向けた支援アプリケーションを開発し，歩行

者（健常者）や自動車，自転車に乗る人が，自らと視覚や

肢体を含めた身体の不自由な人の位置関係に注意気づきを

与えることをアプリケーションに実装した． 

アプリケーションの開発においては，歩行者の位置情報，

そして車両の位置情報のデータを用いて，相対的な位置情

報を推論し，接触する前に事前に警告することにより接触

防止の支援を可能にした． 
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2. アプリケーション開発の方法論の概要 

本研究の開発アプリケーションは，スマートフォンの

OS の Android と iOS のデバイスで利用できるように

Monaca IDE で実装した．デバイスにおいては，

JavaScript,HTLM5,CSS3,および Cordova によって実行

可能である．デバイスの位置情報では Geolocation API で

取得し，記録管理するクラウドには，Monaca Backend の

mBass（Mobile Backend as a service）を利用して双方向，

複数のデバイスアプリケーションのデータを用いて位置情

報を推論した． 

2.1 アプリケーションの操作処理シーケンス 

アプリケーションの処理は，５つのシーケンスである．

操作は，使用するデバイスの画面下にあるモード選択から，

ユーザーが移動手段を選択する．移動手段は，歩行者，自

転車，自動車（本アプリケーションでは，クルマと表記し

た）を作成した．処理では，Geolocation API により位置情

報を取得する．デバイスユーザーの緯度，経度，進行人向，

移動手段，データ作成した日時のデータが取得され，mBass

のデータストアに保存される（図２）．データストアに保

存されているユーザー同士の位置情報を用いて距離を導く．

距離 (Distance)の導出は，位置情報に含まれている緯度

(Latitude)，経度(Longitude)の値(1)から(4)そして式(5)，式(6)

より導出した．以下，二人のユーザーの場合，導出列でユ

ーザー1 をデータ 1，ユーザー2 のデータ 2 として数式にし

た． 

Latitude1・・・(1) 

Longitude1・・・(2) 

Latitude2・・・(3) 

Longitude2・・・(4) 

(1)~(4)の値を二点間の距離の与式に代入． 

Distance = (Latitude1- Latitude2) 2 

+(Longitude1- Longitude2)2・・・(5) 

式(5)では 1/10000 m で計算される．したがって，m 単位

にするために式(5)×10000 による式(6)を導出する． 

Distance = (Latitude1- Latitude2) 2 

+(Longitude1- Longitude2)2×10000・・・(6) 

式(6)によってデータを作成した時間を判別に加えること

によって，必要な位置情報データのタイミングの精度を向

上させた．また，ユーザー自身の位置情報データに判別ア

ルゴリズムが反応しないように，アプリケーションの機能

開始時点において，自動的に簡易的なユーザーID を設定し

た． 

これら 5 つのシーケンスによって，条件検索可能なアル

ゴリズムを開発した．また，データサーバー内のデータ量

が過大にならないように一定のタイミングで不用なデータ

の消去を行うことも可能にした．以上のデータ管理を

mBass で行うことにより，デバイス本体のデータ容量の負

荷を軽減した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 アプリケーションの処理シーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 mBass 内におけるデータ管理 

3. 期待される効果 

本アプリケーションでは，一定の距離内に自分以外に他

のデバイスが存在している場合に，アラートでユーザーに

接触注意警告を表示するため，自転車や自動車が減速し，

周囲を警戒することで事故防止が期待される．歩行者，自

転車，自動車はそれぞれ異なる速度で接近するため，判別

アルゴリズムによって，警告タイミングを歩行者，自転車，

自動車に対応できるようにした（図３）． 

 

 

ユーザー1 データ1

ユーザー2 データ2 

②

③

①

ユーザー１ ユーザー2mBass

ユーザー1 ユーザー2
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図３ 本アプリケーションで期待される効果のイメージ 

3.1 身体の不自由な人に期待される効果 

身体に不自由を抱える人が本アプリケーションを利用

した場合，周囲の健常な歩行者，自転車や自動車を運転す

る人がアラートによって，警告に気づくことができる．こ

の注意喚起により，怪我や死亡につながるリスクを回避で

きることが期待される．また，デバイスの画面に注視しな

いように，バイブレーションもアラート警告画面の表示に

加えることでアラートに気づけるよう実装した（図４，図

５）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 身体が不自由な人を対象としたモードの画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 アラート警告画面（左）とホーム画面（右） 

4 検証 

本アプリケーションを使用した場合に，考えられるケー

スを３つ設けて，判別アルゴリズムが適切に実行されるか

を検証した．１つ目のケースは，夜間に自動車と歩行者が

平行に移動することを想定した．２つ目のケースでは，歩

道に植物が設置されており，見通しの悪い夜間に２人の歩

行者が近接することを想定した（図８）．３つ目のケースと

して，日中における走行中，歩行者の視野では人の出入り

が見えにくい場所で，本アプリケーションが機能するかを

確認した（図９）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 夜間における検証画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 人の出入りが見えづらい場所での検証画像 

4.1 検証結果（各ケースにおける課題） 

ケース１では歩行者，自動車，両ユーザーともにバイブ

レーションに気づき，歩行者ユーザーにおいては画面も確

認できた．歩行者モードと自動車モードの判別システムで

は，両者が 50ｍ以内に近づいた時と 30ｍ以内に近づいた時

に反応するシステムが設定されている．歩行者，自動車と

もにユーザー同士が近づいた時に，二つの検知範囲内で使

用デバイスが反応し，バイブレーションに気づくことがで

きた．課題として，ユーザー自身の位置情報でアラートが

表示されたこと，アラートが表示されたウィンドウ内の

OK ボタンを押さなければ，次の探索に遷移できないこと，

健常の歩行者がバイブレーションに気づかない場合がある

という 3 つがあった（図１０）． 
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図 10 検証時のアラート警告画面 

 

ケース２では，自動車と歩行者のともにアラートの反応を

確認できた．歩行者モードと歩行者モードの判別システム

では，両者が 20ｍ以内に近づいた時と 10ｍ以内に近づいた

時に，反応するシステムが設定されている．このケースは，

一人の歩行者ユーザーが歩道脇の木の陰に隠れて，もう一

人の歩行者ユーザーから見えない状態で，見えていない歩

行者ユーザーに警告を促すことが可能であると確認できた． 

課題には，ケース１での課題に加えて，片方のデバイスだ

けアラート警告が表示されない場合があること，アラート

機能が開始するまでに，スタートボタンを押してから時間

がかかる時があること，他のアプリケーションの通知音と

区別が難しい３点があった． 

ケース３では，建物の角から出てくる歩行者ユーザーに

対して，建物前の道を歩行しているユーザーにデバイスに

より注意を促すことが確認できた．ケース３の検証は，ケ

ース１と２の後日に実施しており，この２つのケースで課

題であったアラートウィンドウの消去について，解決する

ことができた．ケース３の課題は，相手ユーザーがどの方

向から来るかわからないため，ユーザーが注意すべき方向

が明確にならないことであった． 

4.2 課題解決方法の導出 

現状のアプリケーションでは，他のアプリケーションの

起動中やスマートフォンを待機状態にしていると本アプリ

ケーションを機能させることができない．Monaca IDE と

mBass の疎通が切断されるため，バックグラウンド機能が

働かないことが考えられる．この課題は MonacaIDE 以外

のプログラミング言語を用いることで，解決可能である． 

次に判別アルゴリズムの精度さらなるの向上のために

移動速度や人向を考慮する必要性が推察される．この課題

についてはJavaScriptのGeolocation APIより得られるデ

ータを本システムに加えることにより課題解決が可能とな

る．さらに，Web Socket などのソケット通信を行うこと

により，より通信速度を高速化し，判別アルゴリズムの精

度を向上させられる． 

また，大多数のユーザーが同時に使う状況でも同じよう

に機能を実行することが課題になることが示唆される．交

通事故には接触だけではなく，道路標識の見落としや勘違

いなど様々な原因もあるため留意したシステム支援を検討

する． 

5 おわりに 

本研究は交通事故において，怪我や死亡につながる危険

性を持つ接触という問題をアプリケーションによって気づ

きを促す支援をした．今後はアプリケーションの改良と検

証を積み重ねて，Monaca IDE以外の開発プラットフォー

ムでの試作をする．さらに，今回使用したサーバー機能だ

けでなく，そのほかの様々なサーバー機能を利用すること

により，また，さらなる判別アルゴリズムの精度の向上に

より，利便性と実用性の高いアプリケーションの検討を行

う． 
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